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Summary

工場の瞬停・瞬低による停止は、発生時刻と電源、PLC、工程、品質のログを同じ時刻軸に並べ、供給側
・受電点から変圧器二次側、制御盤、DC24V、PLC、通信、工程へ順に比較することで、最初の逸脱点
を再現ポイントとして特定できます。再現ポイントを基に計測点追加、負荷分散、配線改修、UPS保護な
どの優先箇所を決め、対策後に同じ条件で再計測すると改善効果を確認できます。

Key Points

Array
熊本地震で企業の受変電・付帯設備が被災し、電源回復後も段階的な復旧判断が必要となった事
例を確認する。
企業の被害と復旧過程を継続的に確認する。
半導体工場で電力・用役・装置調整・代替生産を含む復旧過程を確認する。
令和8年熊本地震で、用役が維持されても設備・治工具・仕掛品・品質の確認後に再開判断する
事例を確認する。
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